
 

 

 

 

MoTeC Display Logger 導入-その２ 
「機種＆オプション選定」 
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MoTeC Display Logger 導入-その２ 

前回の「その 1」では、i2 解析を行うために必要なセンサー取り込み方法について説明しました。 ここからは、実際に 

Display Logger を導入する際に最も悩む 「機種とオプションの選定」 について解説します。 

Display Logger は画面サイズ・ロギング機能・入出力数によって複数のモデルが存在します。 用途に合わせて最適な

機種を選ぶために、以下の手順で整理していきます。 

 

【機種選定手順】 
   手順１:画面サイズを選択 

      MoTeC の Display Logger は 画面サイズ選択が最初の分岐 になります。 

5 インチ、7 インチ、12 インチの 3 種類があります （以下はサイズ比較のため縮尺を調整しています） 

 

 

 

 

 

   

   

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

５インチ 

 

5インチ 7インチ 12インチ

□ □ □
C125 C127 C1212

C185 C187 C1812

① 画面サイズ選択

C18Xシリーズ

C12Xシリーズ

7 インチ 

12 インチ 
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   手順２:データロガー機能を使用するか 
 表示のみで使用する場合 → C12× シリーズ 

 データロガー機能を使用する場合 →C12X シリーズ（ ロガーオプション必須）or C18× シリーズ 

 
※ C12 シリーズは「表示機能のみ」が標準で、データロガー機能はオプション扱いになっています。 

 

 

 

 

 

手順 3:必要な入出力数で選択 
Display Logger へのコネクタ入出力数が将来の拡張性も考慮し、IO オプション追加時の I/O 数で足りるか

確認します。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

― 以上 ― 

 

C12X-標準 C12X+IO追加 C18X-標準 C18X+IO追加

□ □ □ □
アナログ電圧 0 6 10 20
アナログ温度 0 2 4 8
デジタル

スピード

スイッチ

ビデオ

出力 デジタル/スイッチPWM 0 4 6
3
2
4
4

入力
2
3
0
1

➂ 拡張性を考慮したIO数選択

 

不要 必要

□ □
C12X+ロガー
C18X-標準

② データロガー機能選択

機　　種 C12X-標準


